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活性酸素レベルに対するイソフルレンの効果
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要 旨 i中等度までの活性酸素の増加は′ふ筋や脳の虚血耐性をもたらす。イソフルレン (IsO) など

の揮発性麻酔薬は神経細抱の虚血耐性を生 じ, 脊髄保護作用は antiOxidant によって阻害されるごと

が報告された. IsO が神経系の活性酸素を増加させることが考えられるが, この点は解明されていな

い. 本研究は大脳皮質ニューロンの活性酸素レベルに対する IsO の効果を検討したと

ラット大脳皮質グリアーニューロン混合培養に 側呼droCthidium を添加 した。この色素は superOxidc

anion と反応 して蛍光を発する etllidium を生成する。Etllidium 蛍光像を2 分毎に記録 し, ニューロン

と考えられる細胞の蛍光輝度の変化を淑J定した。

Iso は50% 有効濃度の1.65倍および2.3倍の濃度において, 暴露後 8 分および 4 分以降か ら蛍光輝

度を対照群より有意に増加させた。この効果はミトコンドリア AT P 感受性 K チャネル阻害薬と考え

られる5-hydl
Hoxy dccanoic acid (5 11D ) によって阻害された.

以上から, IsO は神経細胞の sup釘oxidc aniOn 生成を増加させると考えられた. 5-IID によって阻害

されたことから, この効果は同チャネルの活性化によることが考えられる。しかし, 5、配) は同チャ

ネル阻害作用のほかにミトコンドリア電子伝達系に対する作用もあり, この系の変化が活性酸素増加

に関与した可能性も考えられる。
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